


広報さつま３ ２広報さつま

　　　民文化祭とは、昭和61年度から毎年、各都道府県持ち回

　　　りで開催されている国内最大の文化の祭典です。全国各

地の様々な文化活動を全国的規模で発表・競演する機会を提供

することで、国民の文化活動への参加の気運を高め、新しい芸

術文化の創造を促すことを目的としています。

　平成27年度は鹿児島県で開催され、平成27年10月31日（土）

から11月15日（日）までの16日間、県内全市町村で様々なイベ

ントが行われます。

　今回は、開催が間近に迫った３つのさつま町主催事業につい

てご紹介します。ご家族、ご友人連れでぜひお越しください。

　津軽三味線全国大会チャンピオ

ン・長峰健一さんの演奏や、日本

民謡大賞グランプリ・築地俊造さ

んの奄美島唄、熊本県立鹿本農業

高等学校の山鹿燈籠踊りなど、迫

力ある演目の数々を特設の大ステ

ージでお楽しみいただけます。

　全国各地から14団体の皆さんに、それぞれ地域で伝

承されている郷土芸能を披露していただきます。地域

の文化を守りながら、日本各地で伝承されている郷土

芸能は、私たちの大切な財産です。地域を越えた郷土

芸能の素晴らしさに触れることで、その保存・伝承の

大切さを伝える祭典です。

　詳しくは、15 ページの「図書室へ行こう」で紹介しています。

　「ねば～る君」のステージショーや、ちょい怖キャ

ラ「メロン熊」の会場回遊が行われます。ゆるキャラ

Ⓡグランプリ2012年第１位の「いまばりバリィさん」

や2013年第１位の「さのまる」もやって来ます。

　大鍋では、ニッポン全国鍋グランプリ2015で優勝し

た千葉県八千代市の「もちぶた炙りチャーシューバー

ジョンとん汁」が出店します。

　全国のゆるキャラⓇ50体がさつま町に大集合！ご当

地ＰＲや来場者とのふれあいイベントなどを行います。

　大鍋フェスタには、全４団体が参加。大鍋の味を堪

能することで、それぞれの地域の魅力と食の文化を体

験していただきます。

　９月9日、日本特殊陶業株式会社鹿児島

宮之城工場の長崎正人工場長から、国民文

化祭の運営に役立ててもらいたいと、日髙

町長に寄附金の目録が贈呈されました。

　いただいた寄附金は大切に使わせていた

だきます。

目録を手にする日髙町長と長崎工場長（右から４人目） せんとくん

熊本県立鹿本農業高等学校
郷土芸能伝承部築地　俊造 氏

長峰　健一 氏

　全国のご当地ゆるキャラⓇや企業のゆるキャラⓇ
など、総勢50体のゆるキャラⓇが出演します。鹿児

島初上陸のキャラクターもいますよ。詳しくは、町

のホームページで紹介しています。 つるりん

第30回国民文化祭かごしま2015

10時～15時

・薩摩農村環境改善センター

・こども図書館～えほんの森～

司会はこの方

太  ゆうきさん

９時30分～15時
・宮之城総合体育館
・宮之城運動公園内
　特設会場

榮德  多賀子さん

出演ゆるキャラⓇ

・街づくり市民の会（千葉県八千代市）

　「もちぶた炙りチャーシュー

　　　　　　　　バージョンとん汁」

・株式会社鶴の里振興公社

　（青森県鶴田町）「けの汁」

・山形県白鷹町商工会青年部 

　「芋煮」

・さつま町観光特産品協会 

　「ちくりん鍋」

見どころ

・津軽三味線　長峰健一さん（青森県鶴田町）

・奄美島唄　唄者　築地俊造さん（奄美市）

・鹿本農業高等学校　郷土芸能伝承部（熊本県山鹿市）

・上若郷土芸能保存会（秋田県藤里町）

・八尾河内音頭全国発信隊（大阪府八尾市）

・下関平家踊保存会　馬関連（山口県下関市）

・水俣棒踊り保存会（熊本県水俣市）

・延岡団七踊り保存会（宮崎県延岡市）

・前之浜チョイのチョイ踊り

　　　　保存会（鹿児島市喜入）

・平出水太鼓踊り保存会（伊佐市）

・奄美嬉らしゃ踊り連（奄美市）

・湯田秋津島舞保存会（さつま町）

・時吉区金山踊保存会（さつま町）

・中津川尾原友励会（さつま町）

出演団体

笹田  美樹さん

司会はこの方

司会はこの方

出演団体（大鍋） ※有料です

国

10時～15時

宮之城運動公園内
特設ステージ

見どころ

私たちも応援しています！

MBCタレント

MBCタレント

（大鍋は10時から完売するまで）

※「ゆるキャラⓇ」は、みうらじゅんの著作物であると共に扶桑社及びみうらじゅんの登録商標です。

MBCタレント

（さつま町出身）
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鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
11
月
１
日
か

ら
７
日
を
含
む
前
後
３
週
間
を
、
「
地
域
が
育
む

『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
と
位
置
付
け
、

学
校
や
子
供
た
ち
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活
の
様
子

を
広
く
県
民
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
公
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
も
、
こ
の

期
間
を
中
心
に
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
行
い
、
園
や

学
校
の
教
育
活
動
を
公
開
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
学
校
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
り
、
そ

の
様
子
を
ご
覧
の
上
、
子
供
た
ち
を
励
ま
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲見て見て！大きなお芋だよ！
　「鶴田幼稚園　おひさまクラブ合同いもほり」

▲生徒の美しい歌声が響きます。
　「薩摩中学校文化祭」

▲親子で給食。おいしいね！
　「山崎小学校　ふれあい給食」

鶴田幼稚園　　☎55-9950
11 月 ４日（水）～６日（金） 自由参観　

11 月 ４日（水） おひさまクラブ合同いもほり

11 月 ６日（金） 高齢者参観

11 月 ８日（日） 学習発表会 （鶴田小合同）

山崎小学校　　☎56-8414

10 月 25 日（日） 学習発表会、日曜参観

11 月 ２日（月） 芸術鑑賞会

11 月 ４日（水） 心の教育の日（道徳授業公開）、

　　　　　　   ふれあい給食

11 月 ４日（水）～６日（金） 自由参観

11 月 14 日（土） 校内持久走大会

盈進小学校　　☎53-1588

10 月 31 日（土） 学習発表会、教育講演会、道徳授業参観

11 月 ４日（水）～６日（金） 学校自由参観

11 月 ６日（金） いぬまき大学との交流 （１年・３年）

10 月 13 日（火） 稲刈り、 高齢者・地域・保護者とのふれあい活動

10 月 21 日（水） 脱穀、 高齢者・保護者とのふれあい活動

11 月 ２日（月）  ４日（水）～６日（金） 学校自由参観

11 月 14 日（土） 学習発表会

11 月 17 日（火） もちつき大会、 高齢者・保護者とのふれあい活動

平川小学校　　☎54-2341

11 月 ４日（水）、10 日（火）、16 日（月）

                     大好き泊野 （音楽劇に挑戦）

11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 自由参観

11 月 14 日（土） サツマイモ掘りをしよう （地域の方との交流会）

11 月 22 日（日） 閉校記念学習発表会、自由参観、

　　　　　　   親子ふれあい教室

泊野小学校　　☎54-2003

白男川小学校　☎52-2876
11 月 ２日（月） 教育講演会、道徳授業参観

11 月 ４日（水）～６日（金） 自由参観

11 月 ４日（水） 高齢者との交流会

11 月 ８日（日） 閉校記念学習発表会・校区文化祭

しめ縄作りをする児童。むずかしいね。
「紫尾小学校　大先輩に学ぼう」

親子で道徳について学びます。
「白男川小学校　道徳授業参観」

親子で一緒に算数授業。お母さん、わかる？

「求名小学校　保護者参観」

柊野小学校　☎59-8203
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 学校自由参観

11 月 ４日（水） 地域ふれあい活動

　　　　　　   （道徳一斉授業参観、芋掘り体験）

11 月 14 日（土） 閉校記念キラリ発表会

流水小学校　☎55-9101
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金）

　　　　　　　　　　　　　　学校自由参観週間

11 月 14 日（土） 流水フェスタ（学習発表会）

佐志小学校　☎53-0510
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金）

　　　　　　　　　　　　　　学校自由参観週間

11 月 ８日（日） 学習発表会

鶴田小学校　☎59-2017
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 授業参観週間

11 月 ２日（月） 「ようこそ、人生の大先輩」 （高齢者

　　　　　　　　とのふれあい活動、ふれあい給食）

11 月 ３日（火・祝） 親子ふれあいウォーキング

11 月 ８日（日）  学習発表会 （鶴田幼稚園合同）

柏原小学校　☎59-8674
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 授業参観週間

11 月 ６日（金） 給食試食会（保護者対象）

11 月 ７日（土） 学校関係者評価委員参観、

　　　　　　   学習発表会【午前】・児童集会【午後】

11 月 14 日（土） 交流学習会 （紫尾小との交流）

紫尾小学校　☎59-8673

11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 学校自由参観

11 月 ２日（月）～ 11 月 30 日（月） ハート月間

　　　　　　　　　　　　（全保護者との教育相談）

　　　　　　　　　　　　※土、日、祝日を除く

11 月 ４日（水） 大先輩に学ぼう、交流給食

求名小学校　☎57-0009
11 月 ２日（月）・４日（水）・５日（木）

　　　　　　　　　　　　　　学校自由参観

11 月 ６日（金） 保護者参観・給食試食会、

　　　　　　   家庭教育学級 「食育講座」

11 月 22 日（日） 日曜参観（学習発表会・餅つき大会）

永野小学校　☎58-0021
10 月 25 日（日） 学習発表会、永野祭り、餅つき

11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金）

　　　　　　　　　　　　　　自由参観 【終日】

11 月 ６日（金） 高齢者との交流グラウンドゴルフ・

　　　　　　   給食

中津川小学校　☎57-0486
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金） 自由参観

11 月 ４日（水） 高齢者とのふれあい活動

11 月 ５日（木） 校内持久走大会、給食試食会

薩摩中学校　☎57-0101
10 月 31 日（土） 文化祭

11 月 ４日（水）～６日（金）　　　学校自由参観週間

鶴田中学校　☎59-2009
11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金）

　　　　　　　　　　　　　　 学校自由参観週間

11 月 ４日（水） 文化祭

10 月 26 日（月）～ 10 月 30 日（金）学校授業参観週間

10 月 30 日（金） 学習文化発表会

宮之城中学校　☎53-1587

11 月 ２日（月）、４日（水）～６日（金）

　　　　　　　　　　　　　　 学校自由参観週間

11 月 ６日（金） 文化祭

山崎中学校　☎56-8524
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税
金
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
健

康
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
、
教

育
、
道
路
、
消
防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
て
い
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

滞
納
が
増
え
る
と
、
税
収
が
減
り
、
十

分
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な

る
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
内
に
納
付
し
た
人
と
の
間

に
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
、
督
促
状
を
受
領
後

も
税
金
を
納
め
て
い
な
い
と
、
税
法
に
も

と
づ
い
て
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押
え
・

公
売
な
ど
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
預
貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、

生
命
保
険
等
の
「
差
押
え
」
や
、
滞
納
者

宅
で
動
産
（
ゴ
ル
フ
道
具
な
ど
の
物
品
）

を
差
押
え
る
「
捜
索
」
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

装
置
を
使
用
し
た
「
自
動
車
差
押
え
」
を

行
う
な
ど
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

差
押
え
た
財
産
は
、
換
価
し
、
滞
納
さ

れ
て
い
る
税
に
充
て
ま
す
。

　
10
月
は
、
こ
れ
ら
の
財
産
差
押
え
を
強

化
し
、
滞
納
税
の
圧
縮
に
努
め
ま
す
。

　
税
金
は
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
必

ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

税
務
課
で
は
、
納
税
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

特
別
な
ご
事
情
で
納
期
限
ま
で
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
な
ど
で
納
付
す
る
時
間
が
と
れ
な

い
場
合
は
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
て

延
滞
金
（
年
14
．
６
％
以

内
（
納
期
限
の
翌
日
か
ら

１
か
月
の
日
ま
で
は
７
．

３
％
以
内
）
）
が
加
算
さ

れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
・
郵
便
局
又
は

役
場
に
備
え
て
あ
る
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
記

入
・
押
印
の
う
え
、
ご
利

用
予
定
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
窓
口
で
お
手
続
き
く

だ
さ
い
。

　

お
手
続
き
に
は
口
座
に
使
用
さ
れ
て
い

る
届
出
印
が
必
要
で
す
。
な
お
、
口
座
振

替
は
申
込
書
を
受
理
し
た
月
の
翌
月
か
ら

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

取
り
扱
い
可
能
な
金
融
機
関
な
ど
、
詳

し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１　

　

（
内
線
２
１
１
３
・
２
１
１
４
）

・
保
育
料
（
保
育
園
保
育
料
・
幼
稚
園
保

　

育
料
）

・
各
種
保
険
料
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

料
・
介
護
保
険
料
）

・
各
種
使
用
料
（
住
宅
使
用
料
・
水
道
使

　

用
料
・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
な

　

ど
）

・
各
種
貸
付
金
（
住
宅
新
築
資
金
貸
付

　

金
・
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
・
奨
学
資

　

金
貸
付
金
な
ど
）

・
そ
の
他
（
住
宅
団
地
貸
付
料
・
し
尿
処

　

理
手
数
料
・
各
施
設
使
用
料
な
ど
）

※

右
記
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
３
日
、
盈
進
小
学
校
で

「
ゾ
ー
ン
30
運
用
開
始
式
」
が
開

催
さ
れ
、
宮
之
城
交
通
少
年
団
員

（
盈
進
小
児
童
）
や
高
齢
者
ク
ラ

ブ
会
員
、
町
職
員
、
警
察
職
員
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ン
30
と
は
、
生
活
道
路
や

小
学
校
の
区
域
な
ど
で
車
両
の
最

高
速
度
を
30
キ
ロ
に
制
限
す
る
こ

と
で
車
の
通
行
量
を
少
な
く
し
、

歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
を
最
優

先
し
安
全
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
区
域
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
盈
進
小
学
校
周
辺
の
通

学
路
に
標
識
設
置
や
路
側
帯
へ
の

カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
が
ほ
ぼ
完
了
し

た
た
め
、
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
日
髙
政
勝
町
長
が
、

「
盈
進
小
学
校
の
周
り
は
交
通
量

が
多
い
地
域
で
す
。
今
回
、
ゾ
ー

ン
30
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

町
か
ら
悲
惨
な
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
事
故
の
無
い
明
る
い
社
会
を

目
指
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
さ
つ
ま
警
察
署
の
松
永

勇
一
署
長
は
、
「
地
域
住
民
、
町

の
協
力
の
も
と
安
全
対
策
が
行
え

ま
し
た
。
今
後
も
無
事
故
に
努
め

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
を
代
表
し
て
、

盈
進
小
６
年
の
平
山
愛
唯
さ
ん
、

鈴
東
明
日
佳
さ
ん
、
市
囿
穂
奈
実

さ
ん
、
鬼
塚
莉
杏
さ
ん
が
「
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
り
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
安
全
の
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。

ゾーン30標識板 ゾーン30路面表示 ゾーン30路側帯

交通安全を祈願し、テープカットを行いました

事故の無い町を、
みんなで
めざそうね！

※ゾーン30の区域内は、車両の最高速度は時速30キロに制限されます。

ゾーン30を表す表示・設定区域

税金は、私たちの暮らしをより
良いものにするために
使われます。



←おススメのトッピングは
　　　　　錦糸卵と薩摩西郷梅

※ 写真はイメージです。
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８
月
22
日
、
宮
之
城
運
動
公
園

で
町
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
第
５

回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
１
９
人
（
延
べ
１

４
３
人
）
の
選
手
が
参
加
し
、
自

己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
競
技
に
挑

み
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
１
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

■
小
学
１
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

戸
田　

健
太
郎　
　
　

19
秒
01

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

角　

昊
洋　
　
　
　
　

18
秒
24

　

（
平
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

■
小
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

重
森　

瞳　
　
　
　
　

17
秒
99

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）     

■
小
学
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

原　

幸
士
朗　
　
　
　

17
秒
01

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

上
川
畑　

未
来　
　
　

17
秒
47

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
） 

■
小
学
４
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

重
森　

朝
陽　
　
　
　

16
秒
31

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）

■
小
学
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

中
須　

愛
麻　
　
　
　

16
秒
25

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）  

■
小
学
５
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

竹
下　

友
都　
　
　
　

15
秒
75

　

（
メ
ジ
ャ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
） 

■
小
学
５
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

沖
田　

萌
　々
　
　
　

14
秒
45

　

（
盈
進
小
学
校
）         

■
小
学
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

前
床　

貴
登　
　
　
　

15
秒
66

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）   

■
小
学
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

鬼
塚　

莉
杏　
　
　
　

16
秒
18

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
）   

■
中
学
１
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

中
原　

拓
海　
　
　
　

13
秒
39

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
中
学
１
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
　

吉　

千
里　
　
　
　

14
秒
51

　

（
宮
之
城
中
学
校
） 

■
中
学
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　

八
木　

星
也　
　
　
　

12
秒
90

　

（
宮
之
城
中
学
校
）       

■
中
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

永
江　

菜
津
紀　
　
　

14
秒
70

　

（
薩
摩
中
学
校
）       

■
中
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

姉
川　

茉
由　
　
　
　

13
秒
85

　

（
薩
摩
中
学
校
）

■
高
校
２
年
男
子
90
ｍ(

参
考
記
録)

　

木
原　

弘
瑛　
　
　
　

11
秒
00

　

（
神
村
学
園
高
等
部
）

■
高
校
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　

大
丸　

佳
那
子　
　
　

13
秒
68

　

（
川
内
高
校
）         

■
一
般
男
子
90
ｍ
（
参
考
記
録
）

　

牟
田
園　

和
行　
　
　

11
秒
68

　

（
さ
つ
ま
町
役
場
） 

■
小
学
４
年
男
子
８
０
０
ｍ

　

重
森　

朝
陽　
　

３
分
13
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
） 

■
小
学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

中
須　

愛
麻　
　

３
分
13
秒
０

　

（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
） 

■
小
学
５
年
男
子
８
０
０
ｍ

　

竹
下　

友
都　
　

２
分
52
秒
０

　

（
メ
ジ
ャ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
）

■
小
学
５
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

沖
田　

萌
　々
　

２
分
57
秒
０

　

（
盈
進
小
学
校
）

■
小
学
６
年
女
子
８
０
０
ｍ

　

平
山　

愛
唯　
　

３
分
04
秒
０

　

（
盈
進
女
子
バ
レ
ー
ス
ポ
少
）

■
中
学
１
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

馬
立　

廉
冬　
　

７
分
43
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
中
学
１
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

中
須　

瑠
菜　
　

７
分
04
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
中
学
２
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

武
下　

孝
輔　
　

６
分
35
秒
０

　

（
メ
ジ
ャ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
）

■
中
学
２
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

上
別
府
く
る
み　

７
分
29
秒
０

　

（
薩
摩
中
学
校
）

■
中
学
３
年
男
子
２
０
０
０
ｍ

　

齋
藤　

将
輝　
　

６
分
21
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）

■
中
学
３
年
女
子
２
０
０
０
ｍ

　

大
井　

桃　
　
　

８
分
06
秒
０

　

（
宮
之
城
中
学
校
）  

■
一
般
男
子
３
０
０
０
ｍ

　

下
満　

裕
斗　
　

10
分
37
秒
０

　

（
薩
摩
川
内
市
）

　

８
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
町
体

育
協
会
総
会
で
、
平
成
26
年
度
に

活
躍
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
目
的
と
し
て
、
各
種
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
方
や
社
会
体
育
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
。
学
校

は
、
平
成
26
年
度
現
在
で
す
）。

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
個
人
】
14
人

☆
阿
久
根
千
尋
（
西
南
女
学
院
大

学
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
☆
飛

松
春
香
（
神
村
学
園
高
等
部
・
陸

上
）
☆
甫
立
玲
菜
（
川
薩
清
修
館

高
校
・
陸
上
）
☆
田
中
洸
成
（
鹿

児
島
南
高
校
・
陸
上
）
☆　

吉
千

里
（
盈
進
小
・
陸
上
）
☆
中
須
瑠

菜
（
盈
進
小
・
陸
上
）
☆
甫
立
大

地
（
柏
原
小
・
陸
上
）
☆
中
須
愛

麻
（
盈
進
小
・
陸
上
）
☆
坂
井
竜

二
（
薩
摩
中
央
高
校
・
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
☆
下
原
玄
大

（
鹿
児
島
ク
ラ
ブ
・
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
）
☆
下
原
卓
朗
（
鹿

児
島
ク
ラ
ブ
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
）
☆
児
玉
あ
す
か
（
川
薩

清
修
館
高
校
・
ホ
ッ
ケ
ー
）
☆
笹

原
愛
夏
（
鶴
田
小
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
）
☆　

井
け
せ
ら
（
盈
進
小
・

空
手
道
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
団
体
】
２
団
体

☆
盈
進
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
☆
山
崎
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
社
会
体
育
功
労
者
賞
】
３
人

☆
福
留
國
光
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
）
☆　

伸
一
（
銃
剣
道
協
会
）

☆
舟
倉
修
二
（
銃
剣
道
協
会
）

　

心
身
を
鍛
練
す
る
毎
日
の
厳
し

い
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
地

区
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
た
中
学

生
の
活
躍
を
紹
介
し
ま
す
。

　

個
人
で
は
、
陸
上
競
技
で
中
須

瑠
菜
さ
ん
（
宮
之
城
中
学
校
）
と

坂
元
梨
絵
瑠
さ
ん
（
薩
摩
中
学

校
）
が
、
沖
縄
市
で
行
わ
れ
た
九

州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

団
体
で
は
、
宮
之
城
中
学
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
九
州
大
会

で
３
位
と
な
り
、
北
海
道
旭
川
市

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
３
年
連

続
で
出
場
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
陸
上
】

■
県
大
会
・
個
人

・
１
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
２
位

　

中
須　

瑠
菜
（
宮
之
城
中
学
校
）

・
共
通
男
子
３
０
０
０
ｍ　

第
８
位

　

樋
之
口
優
希
（
宮
之
城
中
学
校
）

・
共
通
三
段
跳
び　
　
　

第
５
位

　

本
村　

恕　

（
鶴
田
中
学
校
）

・
女
子
共
通
砲
丸
投
げ　

優　

勝

　

坂
元
梨
絵
瑠
（
薩
摩
中
学
校
）

■
九
州
大
会
・
個
人

・
１
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
８
位

　

中
須　

瑠
菜
（
宮
之
城
中
学
校
）

・
女
子
共
通
砲
丸
投
げ　

出　

場

　

坂
元
梨
絵
瑠
（
薩
摩
中
学
校
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

■
県
大
会

　

宮
之
城
中
学
校
男
子　

優　

勝

■
九
州
大
会

　

宮
之
城
中
学
校
男
子　

第
３
位                                               

■
全
国
大
会

　

宮
之
城
中
学
校
男
子　

出　

場              

【
剣
道
】

■
県
大
会

　

宮
之
城
中
学
校
女
子　
ベ
ス
ト
16

表彰状を手にした皆さん、おめでとうございます

スタート直後「絶対負けないよ！」

　
９
月
６
日
、
各
支
部
の
代
表

36
チ
ー
ム
（
男
子
20
チ
ー
ム
、

女
子
16
チ
ー
ム
）
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
体
育
協
会
主
催
の
同
大
会

は
、
今
回
で
11
回
を
数
え
、
町

内
３
会
場
で
熱
い
闘
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】

■
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
〔
宮
之
城
総
体
〕

優
　
勝
　
宮
之
城
屋
地
Ｂ

準
優
勝
　
虎
居

第
３
位
　
宮
之
城
屋
地
Ａ
、
佐
志

■
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
〔
宮
之
城
総
体
〕

優
　
勝
　
宮
之
城
屋
地

準
優
勝
　
虎
居

第
３
位
　
山
崎
、
船
木

■
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
〔
鶴
田
体
育
館
〕

優
　
勝
　
柏
原

準
優
勝
　
鶴
田

第
３
位
　
平
川
、
久
富
木

■
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス
〔
薩
摩
中
体
育
館
〕

優
　
勝
　
湯
田

準
優
勝
　
二
渡

第
３
位
　
求
名
、
永
野

息をのむラリーが続きました

必死に前を追いかける子どもたち

　８月21日、町長室で黒毛和牛たけのこ丼のレトルトパック完

成お披露目会が開催されました。

　本町の黒毛和牛とたけのこがコラボしたこの丼は、平成25年

５月に県料飲業生活衛生同業組合さつま支部が開発し、現在町

内10店舗で提供されています。

　今回、家庭でも食べたいとの要望に応え、同支部がレトルト

パックを完成させました。ご家庭でトッピングを行い、色んな

味をお楽しみください。

※

表
彰
要
件
は
、
県
大
会
で
優
勝
し
た

方
、
九
州
大
会
及
び
全
国
大
会
で
入
賞

し
た
方
、
県
代
表
と
し
て
選
抜
さ
れ
た

方
、
体
育
協
会
長
が
特
に
認
め
た
方
、

社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
し
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
な
ど
で
す
。

とってもおいしい黒毛和牛たけのこ丼、みんな食べてね！

販売は、宮之城鉄道記念館内の

さつま物産館で行っています。

　　１パック800円（税込）

　　　　　電話：53-0525
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８
月
24
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
11
回
町
人
権
啓
発
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
約
６

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
人
権
問
題
を
全

町
民
的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
偏
見
の
な
い
明
る
い

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
鹿
児
島

県
人
権
同
和
啓
発
強
調
月
間
で
あ

る
８
月
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元
の

素
人
劇
団
「
が
い
か
ら
げ
」
に
よ

る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
創
作
劇

が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
に

笑
い
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

次
い
で
行
わ
れ
た
小
中
高
生
代

表
４
人
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表

で
は
、
人
権
に
対
し
て
の
正
し
い

知
識
と
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
心

の
大
切
さ
を
喚
起
さ
せ
る
素
晴
ら

し
い
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
落
語
家
の
露
の
新
治

さ
ん
が
「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人

権
高
座
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
夜
間
中
学
設
立
運
動
に
関

わ
る
中
で
学
ん
だ
人
権
感
覚
を
生

か
し
て
、
「
い
つ
ま
で
も
差
別
を

な
く
す
側
に
立
っ
て
い
た
い
」
と

主
張
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
講
演
は
、
心
に
残
る
言
葉

も
多
く
あ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
演

後
に
は
落
語
も
披
露
さ
れ
、
会
場

は
終
始
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
及
び
本
館

ロ
ビ
ー
で
は
、
小
中
学
生
の
習
字

や
生
涯
学
習
講
座
生
に
よ
る
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展
示
、
福

祉
施
設
の
作
品
展
示
・
物
品
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
か
ら
20
日
の
３
泊
４

日
で
、
友
好
交
流
町
で
あ
る
青
森

県
鶴
田
町
と
の
青
少
年
交
流
事
業

「
つ
る
た
＆
さ
つ
ま
・
に
ぎ
り
ま

ん
ま
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
田
町
か
ら
は
21
人
の
小
中
高

生
が
来
町
し
、
本
町
の
参
加
者
と

一
緒
に
両
町
の
特
色
あ
る
様
々
な

体
験
活
動
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行

い
な
が
ら
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
体
験
で
は
、

始
め
は
呼
吸
が
合
わ
ず
、
う
ま
く

前
に
進
む
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
皆
で
か
け
声
を
出
し
合

っ
て
練
習
す
る
う
ち
に
、
各
班
見

事
な
連
携
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
行
わ
れ
た
レ
ー
ス
で
は
、
力
一

杯
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
、
皆
ヘ
ト
ヘ
ト

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ね
ぶ
た
の
囃
子
方
体
験

で
は
、
太
鼓
や
鐘
、
笛
の
中
か
ら

自
分
た
ち
で
楽
器
を
選
択
し
練
習

し
ま
し
た
。
本
町
の
子
ど
も
た
ち

は
、
な
じ
み
の
な
い
リ
ズ
ム
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
鶴
田
町
の

子
ど
も
た
ち
に
教
わ
っ
て
一

生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
全
員
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
の
方
々
に
囃
子
方
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
仲
良
く
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
同
士
で
連

絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
す
っ

か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
し

た
。
今
後
も
末
永
く
交
流
が

続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
両
町

の
交
流
の
架
け
橋
に
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

８
月
23
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

館
で
、
第
37
回
菊
水
旗
争
奪
少
年

剣
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
で
も
数
少

な
い
切
り
抜
き
試
合
で
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
夏
休
み
の
思
い

出
の
大
会
と
し
て
、
暑
い
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
激
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
開
会
式
後
に
鹿
児
島

県
警
察
本
部
警
備
部
機
動
隊
剣
道

特
別
訓
練
員
の
方
々
に
よ
る
模
範

稽
古
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
和
田

修
一
監
督
に
よ
る
稽
古
で
心
が
け

る
点
の
解
説
と
、
そ
れ
を
実
践
し

た
稽
古
風
景
に
会
場
全
体
が
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
内
者
の
結
果
と
し
て
、

団
体
戦
小
学
校
の
部
で
盈
進
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
が
準
優
勝
を

飾
り
、
個
人
賞
で
は
川
久
保
勇
弥

さ
ん
（
さ
つ
ま
剣
友
会
）
が
５
人

抜
き
を
果
た
し
ま
し
た
。

○
大
会
結
果
　
　

【
団
体
戦
】

■
小
学
校
の
部
　
優
勝

　

重
富
剣
道
Ａ
（
姶
良
市
）

　

※

46
チ
ー
ム
参
加

■
中
学
男
子
の
部
　
優
勝

　

城
西
中
学
校
Ａ
（
鹿
児
島
市
）

　

※

35
チ
ー
ム
参
加

■
中
学
女
子
の
部
　
優
勝

　

野
田
中
学
校
（
出
水
市
）

　

※

14
チ
ー
ム
参
加

【
個
人
賞
】

・
小
学
校
５
人
抜
き…

７
人

・
中
学
男
子
５
人
抜
き…

６
人

・
中
学
女
子
３
人
抜
き…

３
人

　

９
月
５
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
で
町
10
周
年
記
念
「
米
村
で

ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

７
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
で
ん
じ
ろ
う
先
生
が
、

ペ
ー
パ
ー
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
空
気
砲

な
ど
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ブ
ー
メ
ラ
ン
は
外
側
を
少
し
折

り
曲
げ
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
貼

っ
て
重
く
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
遠

く
ま
で
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
こ
と
、

空
気
砲
は
穴
の
形
を
四
角
に
す
る

と
四
角
い
煙
が
出
る
こ
と
な
ど
を

実
演
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
い

て
い
ま
し
た
。

　

で
ん
じ
ろ
う
先
生
は
、
「
今
日
、

経
験
し
た
こ
と
が
大
事
で
あ
っ
て
、

理
屈
は
ま
だ
分
か
ら
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
よ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人権に関する習字作品展

生涯学習講座生の作品展示

がいからげによる劇「みにくいあひるの子」

露の新治さんによる講演

人ＫＥＮまもる君と人ＫＥＮあゆみちゃんも
やって来ました！

ねぶたの囃子方の練習風景

ドラゴンボート体験

ブーメランを飛ばすでんじろう先生

県警の和田監督による指導

互いの技を競い合う剣士

人
権
作
文
の
発
表
者

宮
之
城
中
学
校
３
年

井
川　

弥
玖
さ
ん

竹
井　

琴
美
さ
ん

平
川
小
学
校
６
年

薩
摩
中
学
校
３
年

坂
元　

梨
絵
瑠
さ
ん

薩
摩
中
央
高
等
学
校
１
年

土
瀬
戸　

麻
莉
さ
ん

「
想
い
よ
届
け
、ひ
ま
わ
り
の
花
」

「
性
別
で
な
く
一
人
の
人
と
し
て
」

「
今
ま
で
の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
」

「
幸
せ
の
連
鎖
」
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８
月
23
日
、
川
内
川
の
神
子
橋
下

流
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
取
り

戻
し
、
川
で
思
い
切
り
遊
ぼ
う
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
第
18
回
水
辺
の
楽

校
さ
つ
ま
龍
舟
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

龍
舟
祭
は
、
舟
を
漕
ぐ
漕
手
８
人
、

太
鼓
を
打
つ
鼓
手
１
人
、
舟
の
か
じ

を
と
る
舵
手
１
人
の
１
チ
ー
ム
10
人

で
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
に
乗
船
し
、
川

内
川
の
下
流
か
ら
上
流
へ
約
１
７
０

ｍ
の
距
離
を
の
ぼ
り
順
位
と
タ
イ
ム

を
競
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内

外
か
ら
小
学
生
チ
ー
ム
を
含
む
計
60

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
い
レ
ー
ス
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

　

初
め
て
ボ
ー
ト
に
乗
る
参
加
者
も

多
く
、
最
初
は
息
が
合
わ
ず
ま
っ
す

ぐ
進
ま
な
か
っ
た
り
す
る
チ
ー
ム
も

あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
息

を
合
わ
せ
力
強
く
漕
ぎ
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

激
漕
す
る
白
熱
し
た
レ
ー
ス
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

順位 クルー名 本拠地 タイム

鶴田イケメン倶楽部改 さつま町 １分05秒09

清水クラブ さつま町 １分05秒52

鶴龍 さつま町 １分07秒40３位

準優勝

優勝

順位 クルー名 本拠地 タイム

不知火レディース 芦北町 １分08秒80

漕美ちゃん 水俣市 １分09秒99

チーム丸島 水俣市 １分15秒97３位

準優勝

優勝

順位 クルー名 本拠地 タイム

さつま町 １分27秒85

ドリーム５年　男組 さつま町 １分29秒59

鶴田ワイルドボアーズＡ さつま町 １分31秒36

鶴田バレーボール
　スポーツ少年団

３位

準優勝

優勝 「切磋」

■小学生の部■

■レディースの部■

■一般の部（町内）■

順位 クルー名 本拠地 タイム

不知火 芦北町 ０分50秒99

漕人 伊佐市 ０分51秒29

津奈木海龍・黒龍 津奈木町 ０分51秒71３位

準優勝

優勝

■一般の部■

①力を合わせ、水をかき分けゴールを目指す選手たち。
②「川の恵みに感謝しながら、精一杯ゴールまで漕ぎ続
けることを誓います」と元気いっぱいの選手宣誓を行
った鶴田バレーボールスポーツ少年団の山口奨太さん、
東郷鈴さん（左から）。

③快晴のもと行われた開会式の様子。日差しが強く選手
にとっては大変ですが、絶好の龍舟祭日和。今からレ
ースに向けて闘志を燃やす選手たち。

④今年も屋久島から参加いただいた龍酔屋久島チーム。
「気合を入れて頑張るぞ！」

⑤一生懸命舟を漕ぐ小学生。
保護者からは、「頑張れ
～」、「あと少しよ」と声
援が送られました。

⑥鼓手の太鼓に合わせ舟を漕
ぎます。「そーれ、ラスト
スパート！」

⑦横一線のレース展開。どの
チームが抜け出すかな？

⑧華麗ながらも力強いレディ
ースの部。

⑨無事にゴール。力を使い果
たし、全員グッタリの様子。

⑩一般の部で優勝し、ガッツ
ポーズする不知火チーム。
このあと、ウイニングラン
を行い、まだまだ余力のあ
るところを観客にアピール
しました。

①

⑤

⑥⑦

⑧ ③ ②

④

⑨

⑩
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【こども図書館】

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202
　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　　　　　　☎53-1994

【屋地楽習館図書室】

黒霧島物語

馬場 燃 著
（日経BP社）

【一般書】

校長、お電話です！

佐川 光晴 著
（双葉社）

【一般書】

あいつとぼく

辻村 ノリアキ 作
羽尻 利門 絵

（ＰＨＰ研究所）

【絵本】

【鶴田中央公民館図書室】

　今年も「秋の読書週間」に図書館（室）スタンプラ

リーを開催します。期間中に20冊の本を借りて、素敵

なプレゼントをゲットしよう！！

スタンプカード配布期間

　10月27日（火）～11月10日（火）

　　　※期間中、１人１枚

　　　※対象は小学生以下

スタンプ押印期間

　10月27日（火）～11月29日（日）

内　容：期間中、貸出１冊ごとに

　　　　スタンプを１個押します。

　　　　20個たまったら、プレゼ

　　　　ントと交換できます。

　『えほんバッグづくり』が、８月19日に屋地楽習館で

開催されました。受付には、開始時間前から行列ができる

ほどの大盛況。無地のバッグに絵を描いたり、スタンプ

を押したりして、オリジナルのバッグができあがりまし

た。作ったバッグには、たくさ

んの本と夢を詰めて帰ってね！　

　

９
月
１
日
、
宮
之
城
吹
奏
楽
団

の
紺
屋
弘
志
団
長
が
町
長
室
を
訪

れ
、
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
楽
団
は
、
先
に
行
わ
れ
た
鹿

児
島
県
大
会
（
九
州
大
会
予
選
・

一
般
の
部
）
で
県
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
、
８
月
30
日
に
福
岡
県
の

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
第
60
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
（
参
加

団
員
数
49
人
）
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
場
は
特
別
演
奏
も
含
め
て

17
回
目
で
、
４
回
目
の
銀
賞
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

紺
屋
団
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
続
け
て

い
く
中
で
、
さ
ら
に
上
位
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
道
路
愛
護
団
体
の

表
彰
伝
達
式
が
町
長
応
接
室
で
行

わ
れ
、
別
野
公
民
会
が
道
路
功
労

者
日
本
道
路
協
会
会
長
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
道
路

の
環
境
美
化
に
努
め
、
著
し
い
功

績
の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

同
公
民
会
は
、
集
落
周
辺
の
県

道
、
町
道
の
除
草
作
業
や
支
障
樹

木
の
伐
採
な
ど
、
地
域
総
ぐ
る
み

で
の
活
動
を
約
70
年
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
そ
の
長

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
特
殊
陶
業
㈱
鹿
児
島
宮
之

城
工
場
が
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
、
９
月
９
日
、
長
崎

正
人
工
場
長
が
町
長
へ
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
贈
呈
は
本
年
度
か

ら
始
ま
り
、
総
務
省
消
防
庁
消
防

団
協
力
事
業
所
の
う
ち
、
従
業
員

が
消
防
団
に
多
数
在
籍
し
て
い
る

事
業
所
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
工
場
は
、
従
業
員
の
う
ち
65

人
が
消
防
団
に
在
籍
し
て
お
り
、

災
害
活
動
や
訓
練
に
参
加
し
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
こ
と
な
ど
、
地
域
防
災
力
向
上

へ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
県

内
初
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
崎
工
場
長
は
、
「
こ
れ
か
ら

も
従
業
員
が
消
防
団
活
動
に
参
加

で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
さ
つ
ま
町
に
な
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受賞報告に訪れた紺屋団長と日髙町長

表彰を受けた別野公民会長（中央）

感謝状を手にする長崎宮之城工場長

　８月21日、求名小学校

で平和学習を更に充実さ

せることを目的に平和に

関する講話が行われ、桑

原露子さん（求名）が体

験されたことを児童に話

されました。

　桑原さんは、同校（当

時は求名国民学校）の卒

業生で、小学校１年生の12月に戦争が始まりました。

　当時は約600人の児童が通い、戦争で日本が勝つたびに旗行列

（日の丸の小旗を持って行進）を行っていたこと、３年生までは

何とか普通に授業を受けることが出来たが、４年生になると、午

前中は授業、午後は戦地に送るための縄を作っていたこと、昔は

マッチが各家庭に必ず１箱ずつはあったが、物が不足したため、

配給で１家族に何本と割り当てられ、それを持って帰っていたこ

となどを話されました。

　また、物が不足してくると、「欲しがりません、勝つまでは」

が流行語になったことも話されました。

　最後に、桑原さんは「日本は平和で食べたい物も十分食べられ、

着たい物も着れる、履きたい物も履ける。何の不自由もないと思

います。児童の皆さんが立派な大人になって、平和な暮らしを守

ってください」と話されました。

　児童は、「給食を残したりしてきましたが、これからは残さな

いようにしようと思いました」と話しました。

日時：平成27年11月１日（日）

　　　10：00～15：00（予定）

いよいよ、来月となりました。再度、「こども読書フェスティバル」の時間と場所をご確認ください！

オープニング　児童劇（求名小学校）

朗 読（フリーアナウンサー　岡本安代さん）

講 演（絵本作家　のぶみさん）

ワークショップ（のぶみさん）

　　　　　　　　…Ｂ＆Ｇ体育館

パン作り（事前予約。後日、お知らせします）、ぬり絵コーナー・しおり作り、０円古本市

木工教室（当日参加可）、消防自動車と記念撮影、消防自動車の絵展示（町内保育園・幼稚園児）

紙芝居（ゆうとくんの不思議な旅）

紙芝居（観音滝ものがたり）

大型紙芝居（しびの里さつま熊太郎　ほか）

事例発表（３.11絵本プロジェクトいわて）

読み聞かせ（おはなしカメSUN）

紙芝居・二人語り（あきた民話の会）

読み聞かせ（絵本作家　長野ヒデ子さん）

会場：薩摩農村環境改善センター

　　　こども図書館～えほんの森～

ワークショップでは、

のぶみさんと一緒に遊

べるよ。お楽しみに！
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第
17
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
役
場
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

　

駐
車
場
や
空
き
店
舗
な
ど
を
借
り
、
無
料
で
生

活
雑
貨
を
配
っ
て
近
所
の
人
を
集
め
、
高
価
な
布

団
や
健
康
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
商
法
で
す
。

「
今
日
だ
け
３
点
に
限
り
半
額
だ
よ
、
ほ
し
い

人
」
と
言
わ
れ
「
ハ
イ
」
「
ハ
イ
」
と
手
を
あ
げ

雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
買
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

ハ
イ
ハ
イ
学
校
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
あ
る
地
域
で
も
、
店
を
開
く
か
ら
牛
小

屋
や
車
庫
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
訪
ね
て
き
た
男
性

が
、
塩
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
っ
た
、
布
団
や

温
泉
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
よ
う
だ
、
と
い
う

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
が
無
か
っ
た
ら
会
場
に
行
か
な
い
。
き
っ

ぱ
り
断
る
。
仕
方
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
す

ぐ
に
相
談
す
る
（
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
可
能
で
す
）
。

　

美
味
し
い
カ
ニ
が
今
な
ら
安
く
で
手
に
入
る
、

と
電
話
が
あ
っ
た
。
い
い
か
な
と
思
い
「
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
返
事
し
た
が
、
後
で
考
え
た
ら
高

い
か
ら
や
め
た
い
、
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

届
い
た
カ
ニ
は
少
量
で
美
味
し
く
な
い
、
相
手
の

電
話
が
し
つ
こ
く
怖
か
っ
た
な
ど
の
相
談
が
、
か

つ
て
全
国
的
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
が
無
か
っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
断
り
電
話
を
切

る
。
仕
方
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
相

談
す
る
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で
す
）
。
断

っ
た
の
に
カ
ニ
が
届
い
た
ら
受
け
取
り
拒
否
す
る
。

そ
の
際
に
必
ず
伝
票
を
見
て
、
業
者
の
住
所
、
名

前
、
電
話
番
号
を
メ
モ
し
、
相
談
窓
口
に
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

　

「
♪
さ
お
だ
け
～
」
と
い
う
ス
ピ
ー
カ
ー
の

音
が
聞
こ
え
た
の
で
呼
び
止
め
、
常
識
的
な
値

段
だ
ろ
う
と
思
い
注
文
し
た
。
自
宅
用
に
合
わ

せ
た
長
さ
に
切
っ
た
あ
と
、
高
額
な
代
金
を
請

求
さ
れ
、
「
切
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
返
品
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
相
談
が
全

国
的
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
領
収
書
を
渡
さ
な
か
っ
た
り
連

絡
先
が
架
空
だ
っ
た

り
す
る
た
め
、
返
金

交
渉
が
で
き
な
い
場

合
が
多
い
の
で
、
せ

め
て
車
の
ナ
ン
バ
ー

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

脅
さ
れ
た
ら
警
察
な

ど
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
は
実
り
の
秋
と
い
う
こ
と
で

「
田
の
神
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
稲
や
水
田
の
豊
作
を

願
う
「
田
の
神
」
又
は
「
農
神
」
は
古

く
か
ら
全
国
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
神
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
も
の

は
、
現
在
で
は
南
九
州
の
旧
島
津
家
の

支
配
し
て
い
た
地
域
に
し
か
み
ら
れ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
起
源
や
変
遷
に
は

諸
説
あ
り
、
そ
の
姿
も
衣
冠
束
帯
を
着

け
た
も
の
、
笠
を
か
ぶ
り
頭
陀
袋
を
か

け
て
行
脚
す
る
僧
衣
僧
形
の
も
の
、
女

性
の
田
の
神
や
梵
字
で
刻
ま
れ
た
も
の

な
ど
様
々
な
姿
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、

謎
が
多
い
神
様
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
も
多
く
の
「
た
の
か
ん
さ

ぁ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
紫
尾
地

区
に
あ
る
田
の
神
に
は
宝
永
二
年
（
１

７
０
５
）
の
銘
が
あ
り
、

県
内
で
二
番
目
に
古
い
と

さ
れ
、
町
の
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
市
野
の
田
の
神
が

町
の
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
県
内
で
最

も
古
い
と
さ
れ
る
田
の
神

は
、
霧
島
市
横
川
町
に
あ

る
「
紫
尾
田
の
田
の
神
」

で
正
保
元
年
（
１
６
４
４
）
の
銘
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
町
内
各
地
で
「
た
の
か
ん
さ

ぁ
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ば
れ
、

「
田
の
神
講
」
を
行
う
地
域
も
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
の
田
の
神
講
は
、
春
と
秋

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
祭
り
の
内
容

は
各
地
で
異
な
り
ま
す
が
、
田
の
神
の

前
で
稲
の
豊
作
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
共
通
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
田
の
神
に
つ
い
て
の
祭
り
に
「
お

っ
と
い
た
の
か
ん
」
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
他
の
地
域
の
田
の

神
を
自
分
た
ち
の
地
域
に
持
っ
て
き
て

数
年
祀
り
、
そ
の
後
田
の
神
を
も
と
の

集
落
に
返
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
親

し
み
や
す
い
「
た
の
か
ん
さ
ぁ
」
は
、

お
お
ら
か
に
祀
ら
れ
た
地
域
に
豊
作
を

も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、
２
，
５
０
０
ｇ
未
満
の
低
出
生

体
重
児
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん

の
数
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
要

因
の
一
つ
に
、
若
い
女
性
の
「
や
せ
志

向
」
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
平
成
25
年
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
15

歳
以
上
の
女
性
の
や
せ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
．
５

未
満
）
の
割
合
は
12
．
５
％
と
８
人
に
１

人
が
「
や
せ
」
と
い
う
状
況
で
、
１
９
８

０
年
代
以
降
最
も
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

で
て
い
ま
す
。

　

「
や
せ
」
の
女
性
が
妊
娠
し
た
場
合
、

妊
娠
中
、
赤
ち
ゃ
ん
に
十
分
に
栄
養
を
と

ど
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
原

因
で
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
で
う
ま
く
育

た
ず
、
産
ま
れ
た
後
の
発
達
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
生
活
の
問
題
点
と
し
て
、
大

人
の
朝
食
の
欠
食
率
は
20
代
が
最
も
高
く
、

20
～
30
代
の
女
性
の
摂
る
食
事
は
一
日
の

必
要
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
も
不
足
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
食
事
内
容
の
偏
り
も
大
き
く
、
糖

質
・
脂
質
の
割
合
が
多
い
一
方
、
体
の
は

た
ら
き
に
は
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
が
不
足
し
て
お
り
、
飽
食
時

代
の
栄
養
失
調
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
健
康

管
理
、
体
重
管
理

は
勿
論
で
す
が
、

妊
娠
後
直
ち
に
体

が
整
う
こ
と
は
難

し
く
、
幼
い
頃
か

ら
家
庭
で
の
生
活

習
慣
や
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

や
せ
て
い
て
も
や
せ
て
い
な
く
て
も
「
あ

な
た
は
そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
、
素
敵

な
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
心
を
育
て
て
い

く
こ
と
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

将
来
の
マ
マ
と
し
て
で

き
る
こ
と
、
ま
ず
は
今
の

生
活
を
振
り
返
り
、
自
分

自
身
や
お
子
さ
ま
の
心
身

を
整
え
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係 

　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　 

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

や
せ
て
い
る
女
性
が

　
　
　

増
え
て
い
ま
す

食
生
活
に
問
題
あ
り
！

で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　

始
め
ま
し
ょ
う

　
さ
つ
ま
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
６
回
町
民
体
育
祭
」
が
、
10
月
11
日

（
日
）
に
宮
之
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
予
定
で
す
。

　
今
回
も
、
リ
レ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
種
目
の
ほ
か
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

や
、
「
み
ん
な
お
ど
い
も
ん
そ
」
な
ど
会
場
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
参
加
・

応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
は
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
り

合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
６
回
町
民
体
育
祭
」
が
、
10
月
11
日

（
日
）
に
宮
之
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
も
、
リ
レ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
種
目
の
ほ
か
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

や
、
「
み
ん
な
お
ど
い
も
ん
そ
」
な
ど
会
場
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
参
加
・

応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
の
駐
車
場
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真は前回の町民体育祭のものです

「
紫
尾
の
田
の
神
」
頭
部
と
右
腕
の
一
部
は
破
損
し
て
い
ま
す
。

聞
い
た
こ
と
あ
る
！

　

あ
の
悪
質
商
法
が
復
活

　
最
近
、
ひ
と
こ
ろ
流
行
っ
た
悪
質
商
法
に

関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
１
・
ハ
イ
ハ
イ
学
校
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

■
そ
の
２
・
カ
ニ
の
電
話
勧
誘

■
そ
の
３
・
物
干
し
ざ
お
の
移
動
販
売

イラスト：独立行政法人国民生活センター　見守り新鮮情報　第229号より

※
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
や
接
し
方
を

学
び
、
同
じ
思
い
を
持
つ
ご
家

族
同
士
で
お
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
場
所

　

川
薩
保
健
所
（
薩
摩
川
内
市

隈
之
城
町
２
２
８
番
地
１
）

■
対
象

　

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
で
お

　

困
り
の
ご
家
族
（
本
人
を
除

　

く
）
。

■
定
員
　

　

20
人
程
度

■
参
加
料
　

　

無
料

■
申
込
締
切

　

10
月
20
日
（
火
）

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

　

い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
薩
保
健
所

　

地
域
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
６

　　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

■
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

　

実
、
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

　

ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

　

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

　

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

　

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

　

と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

　

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

　

算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
建
退
共
鹿
児
島

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
支
部
（
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
６-

10　

鹿
児
島
県
建

設
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
９
２
１
６

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
「
建

退
共
」
で
検
索
。

 

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
町
民
環
境
課
町
民

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
相
談
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
配

偶
者
氏
名
（
旧
姓
）
・
基
礎
年

金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

（
ご
予
約
）
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
10
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
川
内
年
金
事
務
所　

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

　

（
自
動
音
声
案
内
）

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
相
談
日
時

　

10
月
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場
　

　

役
場
本
庁
１
階　

相
談
室
Ｂ

■
申
込
期
日
　

　

10
月
20
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　

町
民
環
境
課

　
　
　
　
　

町
民
係

　
　
　
　

（
内
線
２
１
２
３
）

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
２
生
）
育
児
相
談

　

10
月
16
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
２
生
）
健
診

　

10
月
21
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
８
生
）
健
診

　

10
月
28
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
７
生
）
歯
科
健
診

　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

11
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む　
　
　

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
８
生
）

　

11
月
10
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
６
生
）
健
診

　

11
月
11
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
10
月
19
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
11
月
２
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日

　
（
フ
ッ
化
物
塗
布
）
　

　

10
月
21
日
（
水
）

　

10
月
28
日
（
水
）

　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

11
月
13
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　
（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　
・
町
県
民
税
第
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期

・
介
護
保
険
料
第
４
期

【
納
期
限
11
月
２
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　　
　

　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方
は
、
事
前
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
10
月
の
入
会
説
明
会

　

10
月
20
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら

　

午
前
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

■
日
時
　

　

10
月
24
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
相
談
員

　

民
事
調
停
委
員

　

家
事
調
停
委
員

■
相
談
の
内
容

　

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、

土
地
建
物
の
売
買
、
金
銭
の
貸

借
、
土
地
の
境
界
等
を
め
ぐ
る

民
事
上
の
も
め
ご
と
や
、
婚
姻
、

離
婚
、
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、

扶
養
、
相
続
等
に
関
す
る
家

族
・
親
族
間
の
も
め
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
の
調
停
に
関
す
る
相

談
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
調
定
協
会

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
１
５
４

※
こ
の
番
号
は
、
鹿
児
島
地

方
・
家
庭
裁
判
所
川
内
支
部
に

通
じ
ま
す
。
調
停
相
談
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
旨
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

　　
■
日
時

　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

薩
摩
川
内
市
川
内
文
化
ホ
ー
ル

　

１
階
第
１
会
議
室
（
薩
摩
川

　

内
市
若
松
町
３-

10
）

■
内
容

・
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す

　

る
こ
と

・
税
金
に
関
す
る
こ
と

・
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

・
登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

■
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
司
法
書
士

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
土
木
部

　

建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７



広
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広
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広
　
告

広
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性別

めす

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

９月子牛せり市結果　期日：９月11日(金)～12日(土） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対８月分）

264 161,552,000 1,409,000 611,939 282

307

296

684,798

652,252

917,000

1,409,000

223,929,000

385,481,000

327

591

  40,709円安値

  18,745円高値

　7,792円安値
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点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/10月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

　

つ
ま
町
に
娘
が
嫁
い
で
お
り
、

時
々
町
報
を
拝
読
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
て
、

と
て
も
見
や
す
く
明
る
い
楽
し
め
る
町

報
で
す
ね
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
か
わ

い
ら
し
く
大
好
き
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
に
行
き
ま
す
ね
。

　
　
　

（
ト
ミ
コ
ッ
コ　

70
歳
女
性
）

　

11
月
８
日
は
、
宮
之
城
総
合
体
育
館

に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
約
50
体
が
大
集
合
し
、

ご
当
地
Ｐ
Ｒ
や
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
と
ふ
れ
あ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

年
、
夏
休
み
に
３
人
の
子
ど
も

達
と
故
郷
に
帰
っ
て
過
ご
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
広
報
さ

つ
ま
は
、
写
真
も
多
く
見
や
す
い
で
す
。

さ
つ
ま
町
で
は
物
産
所
巡
り
を
毎
日
し

て
、
郷
土
の
お
菓
子
、
そ
う
ざ
い
、
野

菜
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
も
毎
年
新
し
い

物
が
増
え
て
い
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
横

浜
で
身
に
つ
け
て
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

（
子
ど
も
は
ペ
ン
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
、

私
は
職
場
で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
す
。）

　
　
　
（
Ｋ
e
i
k
o　

55
歳
女
性
）

　

さ
つ
ま
町
の
宣
伝
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
増
え
る
さ
つ
ま
る

ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
、
新
た
に
ピ
ン
バ
ッ
ジ

や
缶
バ
ッ
ジ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

原
の
川
薩
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
沿

い
で
珍
し
い
キ
ノ
コ
を
発
見
。

マ
ン
ト
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
と
い
う
そ
う
で
、

大
き
い
も
の
は
高
さ
35
セ
ン
チ
、
傘
の

直
径
は
27
セ
ン
チ
も
あ
り
ま
し
た
。
長

く
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
近
く
で
こ
ん

な
キ
ノ
コ
を
見
た
の
は
初
め
て
で
、
な

ん
だ
か
と
て
も
不
思
議
な
気
分
で
し
た
。

　
　
　

（
湯
下　

吉
郎　

60
歳
男
性
）

　

こ
ん
な
大
き
な
キ
ノ
コ
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
私
も
見
て
、
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
（
秘
書
広
報
係　
　

）

※

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ毎

柏

花

濵

　　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
若
年
者
の
就
職
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
ま
す
。

（
相
談
、
就
労
支
援
、
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
）

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
出

張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

15
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
及
び

　

家
族
・
保
護
者

■
相
談
日
時

　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

（
た
だ
し
、
３
月
の
開
催
は

　

７
日
の
み
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
相
談
会
場

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内
（
薩
摩

　

川
内
市
若
葉
町
４-

24
）

■
相
談
料

　

無
料
（
要
予
約
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
鹿
児
島
市
下
荒

田
３
丁
目
10-

16　

プ
レ
ジ
デ

ン
ト
み
ず
ほ
１
階
）

☎
０
９
９
（
２
９
７
）
６
４
３
１

濵



ちゃん

平成２6年１０月１日生

ちゃん

両親から一言

城之口公民会

これからも

　元気に育ってね！！

父　　　美 さん

母　美　穂 さん

22広報さつま23 広報さつま

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
６
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
35
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【応募締切】
  10月26日(月)消印有効

お便りをお寄せくださった方
の中から、５人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

を差し上げます！

きりとり線

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

    

２
日

　
　

３
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

14
日

　
　

15
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

　

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

町
夏
ま
つ
り　

▽
来
客
対
応
（
日
特
河
尻
副
社
長
、
川
合
常
務
）

職
員
朝
会　

▽
宮
之
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
県
代
表
報
告

来
客
対
応
（
山
之
口
柏
原
区
公
民
館
長
）　

▽
ナ
シ
収
穫
祭
・
懇
親
会

県
水
源
林
造
林
協
議
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
来
客
対
応
（
軸
屋
酒
造
社
長
）

子
牛
せ
り
市　

▽
来
客
対
応
（
九
州
電
力
原
子
力
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
長
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
新
任
式
（
２
人
）

県
市
町
村
長
防
災
研
修
会　

▽
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

地
方
創
生
に
係
る
市
町
村
長
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

町
長
と
女
性
職
員
と
語
る
会　

▽
ク
オ
ラ
グ
ル
ー
プ
夏
祭
り

上
宮
保
育
園
夏
祭
り

鶴
宮
三
区
役
員
等
交
流
会

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
（
３
人
）　

来
客
対
応
（
町
文
化
財
保
護
審
議
会
長
・
全
国
教
育
功
労
者
受
賞
報
告
）

国
道
２
６
７
号
改
良
促
進
期
成
会
総
会
（
伊
佐
市
）

９
月
補
正
予
算
町
長
査
定　

▽
南
日
本
新
聞
社
取
材
対
応

来
客
対
応
（
九
州
電
力
川
内
営
業
所
長
）　

▽
夏
の
リ
キ
ュ
ー
ル
祭
り

平
川
区
夏
祭
り

白
男
川
区
夏
祭
り

職
員
朝
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
鶴
の
架
け
橋
交
流
事
業
歓
迎
式

北
薩
地
域
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

県
内
町
村
長
県
外
行
政
視
察
（
20
日
ま
で　

福
井
県
・
東
京
都
）

課
長
会　

▽
地
方
創
生
本
部
会
議　

▽
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
レ
ト
ル
ト
試
食
会

長
島
町
・
湧
水
町
・
さ
つ
ま
町
合
同
議
員
研
修
会

須
杭
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
前
夜
祭

菊
水
旗
争
奪
少
年
剣
道
練
成
大
会　

▽
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
鶴
宮
園
夏
祭
り
納
涼
大
会

県
林
業
改
良
普
及
協
会
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

台
風
15
号
災
害
警
戒
本
部
会
議

九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
長
崎
大
会
（
長
崎
県
）

ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
等
振
興
国
会
議
員
連
盟
設
立
総
会
・
意
見
交
換
会
（
28
日
ま
で　

東
京
都
）

紫
尾
山
（
三
高
校
）
同
窓
会

宮
脇
純
治
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会

来
客
対
応
（
川
内
川
河
川
事
務
所
長
・
九
州
電
力
川
内
営
業
所
長
）

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

中身は届いてからのお楽しみ！

QRコード

【お問い合わせ先】
商工観光課　観光係
☎５３－１１１１
　（内線２２８２）

田
中
　
マ
キ
　
99
　
虎
居
馬
場

安
岡
　
守
義
　
75
　
田
原

轟
原
　
信
行
　
93
　
武
白
猿

中
野
　
洋
一
　
66
　
下
平
川

東
　
信
夫
　
　
82
　
二
渡

森
山
　
秀
行
　
76
　
須
杭

德
永
ハ
ズ
子
　
85
　
中
央

宮
本
　
芳
夫
　
85
　
大
願
寺

久
留
ツ
ル
エ
　
93
　
二
渡

滿
園
　
ト
ヤ
　
88
　
湯
之
元

生
駒
　
岩
夫
　
91
　
戸
子
田

下
簗
　
正
博
　
67
　
湯
之
元

寺
地
　
髙
行
　
79
　
町
頭

樋
之
口
稚
惠
子
61
　
吉
川

永
田
　
悦
子
　
75
　
紫
尾
下

久
木
元
眞
一
郎
69
　
南
川

平
野
ス
ズ
エ
　
92
　
東
湯
田
原

内
　
菜
都
美
　
　 

健
太
郎 

湯
田
上

榊
　
藍
那
　
　
　 

浩
章
　 

虎
居
町

辻
囿
　
旦
　
　
　 

直
人
　 

西
町

北
田
　
優
大
　
　 

信
彰
　 

五
日
町

祝
迫
　
知
佳
　
　 

隆
洋
　 

大
薄
上

岩
元
　
陽
輝
　
　 

秀
樹
　 

北
方
町

男 男 女 女女男

日
髙
　
ム
ツ
　
91
　
虎
居
馬
場

福
留
　
見
守
　
97
　
紫
尾
下

橋
口
　
タ
ミ
　
83
　
下
狩
宿

折
小
野
ナ
ス
　
91
　
折
小
野

西
　
洋
子
　
　
64
　
上
向

米
満
　
繁
子
　
89
　
求
名
町

遠
竹
キ
ミ
エ
　
89
　
湯
之
元

德
丸
　
　
一
　
83
　
二
渡

貝
﨑
カ
ツ
ヱ
　
100
　
五
日
町

東
　
ア
ヤ
子
　
86
　
熊
田

軸
屋
　
ハ
ツ
　
103
　
諏
訪
下

宿
里
　
勝
　
　
89
　
轟
原

中
原
　
良
子
　
91
　
上
平
川

川
床
ミ
ヤ
子
　
88
　
さ
つ
ま
園

東
　
ア
キ
ミ
　
82
　
下
川
口

上
　
府
　
要
　
91
　
上
川
口

玉
利
　
三
郎
　
89
　
柊
野
中
間
下

久
保
田
廣
信
　
87
　
吉
川



竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,290人（ -40人） 

　男　　10,343人（ -18人）

　女　　11,947人（ -22人）

    世帯数　9,667世帯

 転入    47人　転出　  54人

 出生　   9人　死亡    42人

 （平成27年９月１日現在）

     （　）は前月対比

勇気を胸に
　私の将来の夢は、プロゴルファーになることです。
　私がプロゴルファーを目指すきっかけは、祖父が家でゴル
フの練習をしている姿を見て、かっこいいと思ったからです。
実際にしてみると、クラブは重く、ボールを思う所に打てる
ことは少ないですが、友達とお互いに教えあって上達すると
ころが楽しいです。
　先日、ゴルフのレッスン会に参加して、多くの技術的なこ
とを教わり、プロのすごさも知りました。私は、難しいこと
に立ち向かう勇気をもったプロゴルファーになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

10　月

1 1　月

10　月

1 1　月

4日

11日

12日

18日

25日

1日

3日

立志病院

薩摩郡医師会病院

小緑内科

ますざき医院

宮之城病院

溝口整形外科

さつまクリニック

５５－９１１９

５３－０３２６

５２－１６７６

５７－００１０

５３－０１８０

５２－４６６８

５７－００２０

4日

11日

12日

18日

25日

フタヤ薬局

青空薬局

とどろ薬局

ぎんざ薬局求名店

ふなき薬局

５９－２０３３

５２－０１０１

５２－２５２５

３１－６５００

２９－３２８１

☎

☎

☎

☎

☎

1日

3日

ヘルシー薬局

ドレミ薬局

２１－３７３９

２１－４５７５

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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